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第２章 不登校における初期対応について 

１ 不登校のサインのキャッチと早期対応 

【不登校のサイン】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【サインをキャッチしたら】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表情がさえない。 

遅刻，早退が増える。 

頻繁に体の不調を訴える。 

 （保健室利用が増える。） 

成績が急に低下する。 

体育の授業を見学したり，部活

動の欠席が目立つ。 

情緒不安定な様子が見られる。 

一人で過ごすことが多い。 

月曜日に欠席が多い。 

連休後，長期休業前後に欠席が

目立つ。 

○情報収集する。 

本人から 

保護者から 

 

 

 

周囲の子どもから 

教職員から 

 

 

 

 

○相談・報告 

・学年主任，不登校担当，生活指

導主任（生徒指導主事），養護教

諭等に相談 

 

 

・教頭に報告 → 校長へ 

 

 

 

 

登校時，教育相談 

電話・家庭訪問 

・家庭での過ごし方 

・家庭環境の変化 

・学校生活の変化 

 

 

 

 ≪病気欠席≫         ≪登校しぶり≫ 

 ・病状             ・面談を申し出る 

 ・受診，服薬の有無 

欠席 1日目 

管理職に報告 

関係職員で情報共有 

家庭訪問 

連続欠席 3日 月に断続７日 

 

 

≪登校しぶり≫ 

   ・面談を申し出る 

 

≪病気欠席≫ 

 ・病状 

 ・受診，服薬の有無 

欠席２日目 

管理職に報告 

家庭訪問 

 

 

 

○欠席理由と実態の把握 


